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小児へのコロナワクチン媛種につりて 了ぶない宅l

なかなかコロナ禍の終患が見えない中、コロナワクチン銭種につ －，，γ ・・If;... I 
いて、大人への3回目銭穫が進みつつあります。また、小児（5～11 ...... ・
歳）への接種についても始まっています。子どもに対しての媛穫を迷

われている方は副反応を気にしているのではと思います。

現時点（2022年3月24日）での、日本小児科学会の知見から参照すると、

・海外では、 5～11歳の小児に対するファイザ一社製ワクチン（大人用の1/3の

成分量）の発症予防効果が当初90%以上と報告されていました。オミクロン

株に変わってからの発症予防効果は30～50%と滅弱したものの、重症化予防

効果は50～70%と報告されています。

・米国では、 2021年11月3日～12月19日までに5～11歳の小児に約870万回

のファイザ一社製ワクチンが、接種され、 42,504人が自発的な健康状況調査

(v-safe）に登録されました。 2回接種後、局所反応が、57.5%、全身反応が

40.9%に認められ、発熱は1回目接種後7.9%、2回目媛穫後13.4%に認めら

れました。

・上記と同期間に、米国の予防接種安全性監視システム（VAERS）には、4,249件

の副反応疑い報告がありました。このうち97.6%(4, 149件）が重篤ではあり

ませんでした。 重篤として報告された100件（2.4%）の中で、最も多かったのが

発熱｛29件）でした。11件が心筋炎と判断されましたが、全員が回復しました。

・5～11歳の小児では16～25歳の人と比べて一般的に接種後の副反応症状の

出現頻度は低かったと報告されています。

とのことです。大人の副反応の割合よりも少ないようです。

子どもを新型コロナウイルスから守るためには、周囲の大人への新型コロナワ

クチン接種が重要です。1、2、3回目を箆E著している大人の方は、是非接穫を前

向きに検討してください。

また、大人も含め小児も基礎疾患を持っている方には、重症化を防ぐことが期

待されています。主治医としっかり相談し接種を検討してください。
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